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家政学部児童学科

はじめに

　大学で授業をしていると学生の反応が気にな

る。こちらの言いたいことがきちんと伝わって

いるのか？積極的に授業参加しているか？やる

気があるのか？なぜ寝るのか？なぜ私語が起こる

のか？その他諸々。そこで「何か質問はあります

か？」と受講生に問いかけるのだが無反応なのが

一般的である。とりわけ多人数授業では教員と受

講生のコミュニケーションが一方的になりがちで

ある。

　出席カードの裏面や配布用紙にコメントを書く

よう求めることもある。しかし，集まったコメン

トを読んだり，データ化するには多大の時間と手

間を要する欠点がある。アンケート方式で業務用

のマークシートリーダを日常の授業で使うには，

コスト面で問題がある。いずれにしてもコメント

は授業後に処理することになり，リアルタイムな

情報活用は出来ない。しかし教員にとって知りた

いのは，授業中の情報そのものである。たとえば，

受講生の表情，仕草さ，私語，さらには「教室の

空気」など「非言語的情報」を手がかりとする場

合もある。しかし，いずれにしてもこれらから得

られる情報は曖昧であり客観的なものではない。

　ところで，最近は簡便で安価なマークシートデ

ータ処理システムを構成することが出来るように

なった。そこで本研究ではこのシステムを利用し

て授業に関する様々な情報を収集し分析した。

　授業と同時進行でコミュニケーションができな

いか？最近の大学生は携帯電話（以下ケータイと

する）を日常生活の道具として場所と時間に関わ

りなく利用している。その使用状況を調査したと

ころ，メールによるコミュニケーションツールと

して利用しているのが 70％にのぼることがわか

った 1）。そこで，授業と同時進行で教員と受講生

そして受講生同士のコミュニケション実現の可能

性を検討するため，授業中にケータイからもアク

セス可能な「授業ブログ」を立ち上げ，リアルタ

イムなコミュニケーションが成立するか，ブログ

と授業との連携の可能性について実験的に検証し

た。

方　法

分析対象とした授業

　今回分析の対象とした授業は「心理学 b」とし

　大学における授業では「私語・居眠り問題」に象徴される受講者の反応が気になる。そこで，

授業に関連するデータを日常的に収集し，これらをフィードバックし教員と受講生が情報を共有

する実験を行った。すなわち，簡便なマークシート読み取りシステムを構成し，授業における各

種データを日常的に収集・分析し，教室とウェブサイトで受講生にフィードバックした。また，

授業と同時進行で受講生と教員が双方向に情報交換ができるよう「授業ブログ」を立ち上げた。

アクセス分析の結果，リアルタイムの情報共有には技術的ボトルネックがあったが，コミュニケー

ションチャネルとしては機能していることがわかった。
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た。この科目は前期授業の入門科目「心理学 a」

を引き継ぎ応用的テーマについて講ずる選択科目

で，受講生は 1年生が主である。授業の実施状

況としては，水曜日の 1限と 3限でほぼ同一内

容である。

授業の形態

　授業形態は，教材は授業日 3日前までに専用

ウェブサイト（以下ウェブとする）に教材を掲

載し，受講生はそれをプリントアウトして授業当

日持参し教室で新たな情報を追記する 2）。授業時

のプレゼンはパワーポイント ( マイクロソフト )

とペンタブレット ( ワコム，CTE-640）を使い，

手書きで情報を追加したり重要部分にアンダーラ

インを引くなどして，従来の板書に近い手法も組

み入れた。また，授業テーマに関連したビデオク

リップを毎回 2－ 3本放映した。

　なお，授業開始後 50 分前後で約 5分間の休憩

時間を設定した。これは暗幕を使うため教室内の

換気状況が悪く，受講生から「空気の入れ換え」

を強く要望されたのがきっかけに以前から行って

いる。

受講生からの情報収集とフィードバック

　出席カードは普通紙A5版の特別仕様のものを

用いた（図 1）。表に手書きで氏名・所属，マー

クシート方式で「学生番号」などの個人情報と，

「授業の理解度」と「授業の満足度」の 5段階評

価を行う欄があり，裏面には自由記述でコメン

トを書くスペースがある。授業終了後出席カード

を回収し，ADF(Auto�Document�Feeder 自動

給紙装置）つきプリンタ（キャノン，MF5750�）

により画像ファイル（JPEG）に変換し，次にマー

クシート読み取りソフト（Area61.NET ，マー

クリーダ）によりエクセルのファイルとして出力・

集計した。そして，次回授業の冒頭時に受講生に

前回授業の結果をフィードバックし教員と学生が

情報共有できるようにした。

授業ブログについて

　授業中の情報収集と教員・受講者間での情報共

有を目的に「授業ブログ」（シーサー社の無料ブ

ログサービス）を立ち上げた。教壇には授業プレ

ゼン用ともう一台ノートパソコンを設置し，学内

LAN経由で受講生のケータイからの情報発信を

モニタした（図２）。なお，ブログの読み書きは

パスワード認証を行い履修生のみがアクセス可能

とした。また，ブログ内に「Q&Aコーナー」を

設置し，ブログの「コメント」機能により再質問

や受講生同士の意見交換も可能なようにした。ブ

ログの情報の分析は，シーサー社が提供するアク

セス解析ツールを用いた。

　授業への積極的参加を促す目的で「ポイント加

算制」を導入した。これは出席カードやブログな

どによりメッセージを発信した場合，その内容に

応じポイントを累積加算し，期末試験の得点に反

映させるものである。

受講生による授業評価

　以上の授業形態を評価するために，学期の中盤

図 1　マークシート式出席カードのフォーマット

図 2　教壇上のパソコンとインターネットのシステム
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で受講生による授業評価を行った。授業について

13 項目 5段階評価（マークシート式）と「この

授業で改善すべきこと」「この授業で良いところ」

「ブログについてのコメント」についての自由記

述であった。解答は記名式とした。データの集計

と処理は出席カードと同様の方法で行った。集計

結果はグラフ化してウェブに掲載し受講生にフィ

ードバックした。　

結　果

　当授業でのウェブによる教材提供は 2001 年か

ら行っている。当初はウェブへのアクセスなどで

とまどう声もあったが，高校での情報教育や家庭

でのネット利用の日常化もあってか，現在はウェ

ブ利用に伴う問題はほぼ解消しており，受講生ほ

ぼ全員が印刷教材を持参し教室で書き込むスタイ

ルが定着している。

　表 1と２は授業で収集した各指標の一覧であ

る。出席の確認は授業ごとに異なるカードを使用

し，氏名欄は手書き，学生番号はマークシート式

のため正確なデータ収集が可能であった。履修登

録者数は 257 名であった。第 2回から最終回の

第 13 回授業での授業日平均出席者数 221.0 名，

出席率は 86.0% であった。これによると 1限ク

ラス（83.3 名）3限クラス（137.3 名）ともに学

期を通してほぼ安定した人数が出席していたこと

がわかる（図 3）。

　授業ごとに受講生の理解度と満足度を記録し

た結果が図４である。両指標について両クラス間

での差について t検定を行ったが有意差はなかっ

た。しかし，理解度より満足度のほうが得点が高

く，両クラスとも有意差があった（1限クラス，

両側検定，t=3.00,�df=11,�p<.01 ，3 限クラス，

両側検定，t=10.10,�df=11,�p<.005）。各授業日

での変動では両クラスのパタンは近似している。

これらは両クラスでの授業内容が近似しているこ

とを示している。

表 1　授業テーマと理解度、満足度の 5段階評価

表 2　授業テーマと出席人数、コメント率、ブロ
グ書込数、Q&A件数

図 3　第2回から13回までの出席状況

図4　第2回から13回までの授業評価のトレンドグラフ
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　学期中間期の 11 月 29 日に，それまでの総括

として授業評価を行った（図５）。両クラスとも

似たパターンとなっており 4点前後の評価項目

が多いが，3限クラスの「テンポがよい」が 3点

付近で低い。これは 3限クラスの受講生が多く，

私語注意による授業中断が 1回授業で 2-4 回程

度発生したことと関係がある。1限授業での私語

注意による中断はほとんど無かった。

　図６は期末試験の得点分布である。受験者は

230 人，平均点 78.3 ，標準偏差 6.7 であった。

テストの配点は 100 点満点で，記述式設問が 50

点，マークシート式設問が 50点であった。なお，

追試で 8名が受験しており履修登録者の 92.6%

が受験していた。なお過去 5年間の平均受験率

は 90.5% であった。

　次に「心理学授業ブログ」へのアクセスの時系

列分析を行った。図７は第 2回授業日の 3日前

から期末試験日後 14 日までの一日あたりのペー

ジビュー数の時系列経過を示した。ページビュー

（Page�View）とはウェブサイトがどのくらい閲

覧されているかを測るための指標の一つである。

10 月 1日から試験日までの 109 日間における一

日あたりのページビューは 56.4 であった。時系

列パターンでは，第 2回と３回の授業日にとも

に約 400 ページビューのピークがある。その後

の経過では 100 ページビューのピークが周期的

にありこれらは授業日と同期している。

　そして試験日直前の 18日目あたりで 601 ペー

ジビューと最大のピークがある。試験日前後のペ

ージビューは，3日前が 90 であったが 2日前に

302，1日前が 601 と急激な増加があり試験日当

日も 369 と高い値を示している。図８はその経

過を示している。

　次にブログにアクセスした一日あたりの人数

（ユニークユーザーUnique�User，必ずしも個人

を意味するものではない）で時系列経過を示した

のが図 9である。分析区間はページビューと同

図 5　授業評価のレーダーチャート（11月29日に実施）

図 6　学期末試験の得点度数分布（n=230）。
　　   追試受験者はのぞく

図7　10月1日から1月31日までの日ベース・ブログページビュー
　　  試験日は109日。試験日までの一日平均ページビューは

56,4

図8　学期末試験日前後の一日あたりのページビュー

大学授業におけるコミュニケーションについて
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じである。それによると 10 月 1日から試験日ま

での 109 日間における１日あたりの人数は 16.8

であった。第 2回と３回の授業日にともに約 100

人のピークがある。その後の経過では 30-40 人

のピークが周期的にありこれらは授業日と同期し

ている。そして試験日直前の 18日目あたりで 62

人のピークがある。

　ブログへの書き込み数は 1 授業あたり平均

6.7 ，総計 74 であった。授業への積極的参加を

示す指標として，出席カードまたはブログによる

コメント数を出席者数で除したものが「コメント

率」である。授業全体の平均で 73.9％，授業日

別の最高は 86.5% ，最低は 66.1％であった。ま

た，授業への質問数はブログの「Ｑ＆Ａ」コーナ

ーに掲載しているが，1回受業での平均で26.3件，

授業日別の最高値は 43 件，最低値 15 件，総計

316 件であった（表 2）。

考　察

　大学での授業は今急激に変わりつつある。それ

は受講生のレベル，授業内容のレベルそして授業

方法のレベルなどの各要素が複雑に絡み合ってい

る。本研究では受講生とのコミュニケーションを

軸に，授業方法における日常的なデータ分析と，

ブログの活用について考察する。

　教育の現場に様々な機器を導入して教育効果を

上げる試みの歴史は長いが，その代表的分野は教

育工学である。そこでは工学的技術と心理学の学

習理論などを連携させ学習の質を高めようとする

ものである 3）。

　本研究では授業に関する数値データを中心に授

業日ごとに収集・分析すると同時に，ブログを用

いてコミュニケーションについて実証的に検討し

た。後に詳述するが「チープ革命」ともいわれる

現在の IT（情報技術）環境では，きわめて廉価

にシステムを構成できる。

　その一例が今回の研究で使用したADF付きプ

リンターとマークシート読み取りソフトの組み

合わせである。業務用のマークシート読み取りシ

ステムは光学式マーク認識OMR（Optical�Mark�

Reader）を使用する場合が多いが，機材の価格

は A4 用は廉価版でも 794,000 円と高価である

（セコニック，SR-410）。必要なソフトウエアは

10 万 -20 万円台の高額で別売である。さらに，

専用のマークシート用紙を要求するためランニ

ングコストも高く，毎回の授業など日常的に使用

するのは難しい。その点，今回使用したシステム

はADF付きレーザー複合機（スキャナとプリン

タ一体型）が 5万円程度，ソフトウエアはシェ

アウエアで 9千円程度であわせて 6万円足らず

でシステムが構成できた。マークシートは普通紙

にワープロで設問やマーク部分を印刷できるので

設問の自由度は非常に高くランニングコストも安

い。

　マークの塗りつぶしは鉛筆以外にマーカの黒や

青色でも読み取り可能であるため受講生の負担は

少ない。ADFの読み込み能力は一度に約 50 枚，

画像ファイル（JPEG）に変換する速度は 1分間

に 5枚程度（解像度と読み取りエラーのレベル

セットにより異なる）である。そして，ソフトウ

エア（マークリーダ）による処理スピードはパソ

コンの性能に依存するが，今回使用したマシン（ソ

ニー，PCV-RZ65）の場合 1分間に約 35 枚であ

った。エラーチェックの処理プロセスとしては，

塗りつぶしの曖昧な部分の目視チェックを事前に

行えば読み取り処理はスムーズに行える。

　なお，シートを重ねて読み込むエラー（マルチ

フィード現象）の回避は，読み込んだ紙数と生成

された JPEGファイル数の照合により行った。こ

れまで約 1万数千枚以上の処理を行ったが，シ

ステムとしての安定度は高いと言える。そして，

マークリーダによりCSVファイルが生成される

5

図9　10月1日から1月31日までの日ベース・ブログ訪問者数。
試験日は109日。試験日までの一日平均訪問者数は16.79人

市原　信
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ので，エクセルにデータを受け渡してグラフ化や

統計的処理を行う。

　この簡便なマークシート読み取りシステムを使

い，授業に関する各種指標を収集し分析した。授

業の平均出席率は 86.0% ，授業回毎の変動は少

なく安定しているといえよう。出席確認には「代

返・代筆」なども考慮する必要があるが，ここで

用いている出席カード方式は授業毎に異なるもの

を使うため，かなり正確な本人確認になると思わ

れる。配布された用紙をその場で代筆用に使用す

ることは可能であるが，シートは画像ファイルと

してハードディスクに保存されるので手書き部分

の照合なども必要に応じて可能である。毎回の授

業で信頼性のあるデータが収集分析できるため，

それらを参考に以下に述べるように次回授業の資

料として活用した。

　授業日別の「理解度」と「満足度」を知る目的

で授業終了後集計し，その結果を次回授業の冒頭

で受講生にフィードバックしたが，教員と受講生

が授業進行に同期させて情報を共有する意味は大

きい。

　「満足度」と「理解度」の評価点は授業回で変

動し，たとえば「ダイエット」を例に「気づき」

の問題を講じた第 5，6回は特に得点が高く，授

業の内容とこれら指標の関係が深いことがわか

る。授業内容に日常性に関連したテーマを含ませ

ると，受講生の学習意欲も高くなる。また，受業

テーマに連動して放映されるビデオクリップがわ

かりやすい，面白いなどのコメントが寄せられ非

常に好評であった。

　受講生による授業評価は現在多くの大学で実施

されているが，一般に学期の終盤で行われ，それ

らの結果が当該授業に反映されることはない。今

回実施した方式は，授業の中間期で授業評価を行

い当事者にフィードバックされるため，当該授業

の改善に直接生かせるし，受講生の授業への参加

意識を刺激するためメリットは大きい。

　たとえば，レーダーチャートに示された指標で

「テンポがよい」の低得点が目立つが，受講生に

フィードバックすることで私語問題解決のきっか

けともなった。データを共有し問題の根拠を示す

ことで「不適切行動」は変容しうることを示して

いる。他項目は 4点前後であることから授業の

内容としてはかなり良好であることが確認でき，

教員にとって自信と安心感をもたらす効果があっ

た。なお，授業評価は出席カードと同様のデータ

処理を行うため，特に複雑な技術的対応が求めら

れることはない。

　最近はウェブから授業評価を行う大学もある。

データ処理は瞬時に行えるメリットはあるが，一

般の授業では，入力時点が授業後であること，入

力に対応するインフラが十分とはいえないこと，

そして受講生の参加意欲にばらつきがあり，ある

大規模大学での回答率は 10％以下と低い（担当

者からの私信）などいくつかの問題がある。その

点今回の方式は出席カードも兼ねていたこともあ

り回答率はほぼ 100 パーセントであった。この

種のアンケートを記名式にするとデータにバイア

スがかかる可能性も否定できないが，評価の目的

が当該授業をよりよくするためであり，受講生の

当事者意識と参加意欲を促すメッセージとセット

にすることで（評価実施時の教示・説明による）

実効性のあるデータが収集できると考える。

　期末試験の受験率は履修登録者の 92.6% が受

験しており，一般教育の選択科目であることを考

慮すれば高いほうかもしれない。授業の総合的評

価の指標として期末試験の結果を得点の度数分布

パターンで見ると，平均点 78.3 点を中心に左右

対称の分布となっており妥当なものと思われる。

　新しいコミュニケーションチャネルとして「授

業ブログ」を立ち上げデータを収集・分析した。

ページビューでは授業初期で 1000 を超える反応

があり受講生の関心の高さが示された。時系列の

グラフパターンから，授業日に集中してアクセス

があるのがわかる。その後も授業日に同期してピ

ークが現れるが，時刻別のアクセスを見ると授業

時刻にあわせてピークがあり，このことは授業時

に同時進行でのコミュニケーションチャネルがあ

ったと推測される。

　しかし，教室からのブログアクセスはいくつか

の問題があった。その１つは授業中にアクセス出

来ない，あるいは書き込みが出来ないとの声がか

なり寄せられた。さらに，たとえ書き込んでもメ

ッセージが読めるのに１時間以上の遅延が生じる

6 大学授業におけるコミュニケーションについて



-�7�-

場合も少なくなかった。同一キャリア（携帯電話

会社）の端末間の通信は輻輳がない限り遅延は少

ないようだが，他社キャリアやインターネット網

を経由すると遅延が発生しやすいと推測される。

しかしインターネット経由でも，授業中に着信す

る場合もあり，これらタイミングのばらつきの原

因についてはよくわからない。

　ブログのモニターにパソコンではなくケータイ

を使うのも一案である。なお，大学キャンパスの

立地による問題として，AU社の一部機種では「圏

外」となるトラブルもあった。いずれにしてもケ

ータイ電話のインフラに関わる問題であり近い将

来改善される可能性がある。

　大学の授業の支援としてブログと連動させる試

みでは，ブログサーバーを設置するなど独自のハ

ードウエアを構成するのが一般的で，メッセージ

の送受信はスムーズに行われているようである。

今回の実験では簡便廉価を優先し，既存のインフ

ラを利用したための問題が多かったと思われる。

　また，試験直前のページビューの変動も興味

あるものであった。すなわち直前にページビュー

が急増し試験当日でさえ多数のアクセスがあった

（試験は 14 時 40 分から開始）。これは試験直前

にあわてて情報収集していたことを示唆するもの

である。

　ブログにアクセスした人数のパターンはペー

ジビューと似ている。第 2回と 3回の授業では

100 人近くがアクセスしたことになり単純に見れ

ば履修登録者の 40% 弱にあたり，これは数値的

には大きいと言える。そして授業日に同期して

30-40 人のピークを含みつつ授業日以外にも散

発的にアクセスするパターンがあった。

　ブログへの書き込みは 1授業あたり平均で 6.7

件，授業総計で 74 件あった。ページビューやア

クセスユーザー数から見るとこの数値は多いとは

言えない。ブログの「コメント」機能によるユー

ザー同士のコミュニケーションもあったが活発と

は言えなかった。また，ブログ同士の相互リンク

である「トラックバック」の機能が使われること

はなかった。

　以上ブログのデータから言えることは，今回

使用したインフラはコミュニケーションチャネル

として機能するにはまだまだ不十分であると考え

る。そしてこのような新しい方法で授業情報をコ

ミュニケートする習慣もないため躊躇する受講者

も少なくはないからである。しかし，ブログは他

の受講生の意見が読めるのが良いとする意見が一

番多く，移動中やバイト先でも勉強できる，気軽

にアクセスできて良い，などの肯定的な意見も多

かった。一方，パソコンでの操作がよくわからな

い，手間がかかる，ケータイの課金が困るなどの

否定的意見もあった。ブログを使う人とそうでな

い人の二極化現象があった。いずれにしても，ブ

ログのコミュニケーションチャネルをどう活性化

させるかが今後の重要テーマである。

　データから分析すると，この授業への受講生の

参加姿勢は積極的であった。出席カードとブログ

書き込みを合算した「コメント率」は授業全体で

73,9% ，授業日別で最高値は実に 86.5%2 にも達

しており受講者は決して「無口従順」ではない

のである。チャンスがあれば言いたいことや感じ

たことをきちんと発信するのである。それは授業

内容への質問件数にも現れており，１授業あたり

最も多かったときで 43 件もあり，授業全体では

316 件寄せられた。このことは授業評価が高かっ

たことを考えれば，受講生達はさらなるコミュニ

ケーションを求めていると考えられる。

　これまでのアンケート調査などから，多人数授

業の場合も，教員と受講生が共同して創り上げる

のが好ましいと考える。それには受講生が授業の

構成や進行，さらには企画のレベルで参加してい

る意識を持つと良いであろう。受業への態度とし

て受動的ではなく，能動感がもてれば学習の効果

も上がると考える。その意味でここで示した各種

指標を収集・共有することの意味は大きいと思わ

れる。

　本研究ではブログによる新たなコミュニケーシ

ョンチャンネルを設定した。これまでも教員のメ

ールアドレスは窓口としてあったが，試験の直前

の問い合わせなどが中心で，授業の内容へのコメ

ントはあまり無かった。その理由の一つは，メー

ルの情報の流れが一方的で閉鎖的であるのも一つ

の理由と考えられる。メーリングリストを設定す

ると情報はメンバー内で共有できるが大規模授業

7市原　信
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での利用は難しい。電子メールや電子掲示板は学

生の積極的な反応を引き出すのは容易でない，と

している 4）。ブログは情報の共有という点でオー

プンなところがアクセスする気を引き出すのかも

しれない。

　そこで授業とブログの連携について考察する。

ブログ (blog) とはweb と log を組み合わせた造

語で，ホームページの一種であるが，ネットワー

クでの機能面からみると，個人レベルで容易に情

報の発信ができ，それらがブログ同士で連携でき

る点に特色がある。

　ティム・オライリー氏（Tim�O'Reilly）が提

唱したとされるWeb2.0 という概念は 2004 年

に公表され，2006 年に入ってから日本でもパソ

コンの一般ユーザーにも知られるようになった。

Web2.0 はブログと関係がある。

　従来のウェブをWeb1.0 とするとWeb2.0 は

どこが画期的に異なるのか。両者の違いを図示し

たものが図 10 である 5）。これを授業の形態に重

ね合わせるとWeb1.0 はトップダウン的に情報

提供をする古典的な授業の形態である。そして

Web2.0 は受講生同士そして教員さらには第三者

の参加もあり得る新しいタイプの授業形態である

といえよう。

　梅田 (2006) によるとWeb2.0 には三つの原

則があるという。第１に「チープ革命 cheap�

revolution」でありハードウエアとソフトウエア

の低価格化，オープンソース化（リナックスなど），

第２にネットワーク利用料金の低下，第３に個人ユ

ーザーがネットワークを通しメッセージを受信し発

信する「不特定多数無限大現象」があるという6）。

　受講生は授業中もケータイを手放さない。それ

が授業の障害になるとして使用禁止にする場合も

ある。しかし本実験では逆に授業中に情報をやり

とりする端末としてケータイが機能するかを検証

した。ケータイは「いつでもどこでも」ネットワ

ークにつながる故ユビキタス ubiquitous 的特性

を持っている。今回のブログアクセスのデータか

らは残念ながら情報共有がなされていたとはいえ

ない。しかし授業開始直後のアクセスデータを見

れば，インフラが整い，なおかつ内容のある情報

が提供されれば，ブログと授業の連携は新たなコ

ミュニケーションチャネルとして授業のあり方を

変革する可能性があると考える。

おわりに

　教育とコンピュータ機能を連動させる分野は

CAD（Computer�Aided�Instruction�ま た は�

Computer�Assisted�Instruction）研究として長

い歴史と実績がある。しかし一般にそのための機

器やシステム開発には高額の予算が必要で，一研

究室の通常予算で構築できるレベルのものではな

かった。しかしパソコン，ソフトウエアそして周

辺機器等の価格が劇的に低下した結果，工夫によ

り廉価で便利なコンピュータ機能を活用した教育

環境が構築できる状況となった。本実験で使用し

た簡便なマークシートシステムにより，日常的に

データを収集・分析し，その結果を受講生にフィ

ードバックすることで，授業への参加意欲や満足

度など心理面でのプラス効果もあったと思われる。

　授業とネットワークの関係で今注目されてい

るのは e-learninng である。この分野での国

内先駆けは「ワイドプロジェクト」（http://

www.soi.wide.ad.jp/contents.html）である 7）。

1997 年からオンライン授業など開始した。筆者

もユーザー登録し利用している。世界的規模の

8
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プロジェクトでは，米マサチューセッツ工科大

学 が 2001 年 か ら「MIT's�OpenCourseWare」

（http://ocw.mit.edu/index.html）がある 8）。

これらは無料で誰でも自由にアクセスできるのを

原則としている。当然のことながらシステムの開

発と維持には莫大な予算がかかる。

　本実験では特定受業という極めて限定された範

囲のネットワークとして，特別の機材などを必要

とせずとも受業におけるコミュニケーションチャ

ネルを構築することが出来ることを示した。それ

はケータイが日常的なコミュニケーションツール

として受講生に幅広く受け入れられているからこ

そ可能であった。情報の送受信にはいくつかの問

題があったが，ケータイ電話に関わる技術革新は

急テンポで進んでいる。ブログは知識，意欲，自

己表現などのチャネルとして，今後は授業におけ

る画期的な役割を担う可能性がある。　
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